
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
画像を表示する主画像表示部を主枠部に囲まれて有したメイン画像表示体と、画像を表示
する従画像表示部を従枠部に囲まれて有し上記メイン画像表示体に開閉可能かつ開時に上
記主画像表示部及び従画像表示部を見開いて視認可能なサブ画像表示体とを備えたマルチ
表示装置において、
上記サブ画像表示体の開時に上記メイン画像表示体の主画像表示部の面に直交する方向か
ら見たとき上記メイン画像表示体の主枠部と上記サブ画像表示体の従枠部とが重畳するよ
うに該主枠部と従枠部とを連結するヒンジ機構を備え、該ヒンジ機構によって上記メイン
画像表示体とサブ画像表示体とを開閉可能にし、
上記ヒンジ機構を、一側部が上記メイン画像表示体の主枠部に軸支され他側部が上記サブ
画像表示体の従枠部に軸支される連結駒を備えて構成し、
上記ヒンジ機構を、上記メイン画像表示体の主枠部に上記連結駒の一側部が遊挿される主
凹部を形成し、上記連結駒の一側部を上記主凹部に遊挿して該一側部を軸支するとともに
、上記サブ画像表示体の従枠部に上記主凹部に対応し上記連結駒の他側部が遊挿される従
凹部を形成し、上記連結駒の他側部を上記従凹部に遊挿して軸支して構成し、
上記主凹部及び従凹部の少なくともいずれか一方の上記連結駒の側面に対向する端縁を面
取り形成して傾斜面に形成し、
上記連結駒の側面を、

傾斜面に形成したことを特徴とするマルチ表示装置。
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該連結駒の主凹部側の厚さよりも該連結駒の従凹部側の厚さが小さ
くなるように傾斜する



【請求項２】
上記メイン画像表示体の主凹部の端部及び上記連結駒の一側部の端部のいずれか一方に第
１軸体を設け、上記メイン画像表示体の主凹部の端部及び上記連結駒の一側部の端部のい
ずれか他方に上記第１軸体が軸支される第１軸受孔を設けるとともに、上記サブ画像表示
体の従凹部の端部及び上記連結駒の他側部の端部のいずれか一方に第２軸体を設け、上記
サブ画像表示体の従凹部の端部及び上記連結駒の他側部の端部のいずれか他方に上記第２
軸体が軸支される第２軸受孔を設けたことを特徴とする のマルチ表示装置。
【請求項３】
上記メイン画像表示体の主凹部の両端部に第１軸体を架設し、上記連結駒の一側部に上記
第１軸体が挿通される第１軸受孔を設けるとともに、上記サブ画像表示体の従凹部の両端
に第２軸体を架設し、上記連結駒の他側部に上記第２軸体が挿通される第２軸受孔を設け
たことを特徴とする のマルチ表示装置。
【請求項４】
上記連結駒に、上記メイン画像表示体とサブ画像表示体とを電気的に相互接続するケーブ
ルを設けたことを特徴とする のマルチ表示装置。
【請求項５】
上記連結駒に、上記メイン画像表示体とサブ画像表示体とを電気的に相互接続するケーブ
ルを設け、該ケーブルを上記軸体を通して配設したことを特徴とする

のマルチ表示装置。
【請求項６】
上記ヒンジ機構を隣接するメイン画像表示体とサブ画像表示体との間に複数設けたことを
特徴とする のマルチ表示装置。
【請求項７】
上記サブ画像表示体の閉時に該サブ画像表示体の従画像表示部が上記メイン画像表示体の
主画像表示部に対して対向して位置するように、上記ヒンジ機構を構成したことを特徴と
する のマルチ表示装置。
【請求項８】
上記メイン画像表示体に複数のサブ画像表示体が設けられることを特徴とする

のマルチ表示装置。
【請求項９】
上記メイン画像表示体の主画像表示部及び主枠部を略２分した大きさの従画像表示部及び
従枠部を有した板状の一対のサブ画像表示体を上記メイン画像表示体の左右に夫々設け、
該一対のサブ画像表示体の閉時に両サブ画像表示体の従画像表示部がメイン画像表示体の
主画像表示部に対して対面するように、上記ヒンジ機構を構成したことを特徴とする

のマルチ表示装置。
【請求項１０】
上記メイン画像表示体の主画像表示部及び主枠部と略同じ大きさの従画像表示部及び従枠
部を有した板状の一対のサブ画像表示体を上記メイン画像表示体の左右に夫々設け、該一
対のサブ画像表示体の閉時に一方のサブ画像表示体の従画像表示部がメイン画像表示体の
主画像表示部に対して対面し、他方のサブ画像表示体の従画像表示部が一方のサブ画像表
示体の背面に対面するように、上記ヒンジ機構を構成したことを特徴とする

のマルチ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、主画像表示部を有したメイン画像表示体とこれに開閉可能に設けられ従画像表
示部を有したサブ画像表示体とを備え、主画像表示部及び従画像表示部を見開いて画像を
視認可能なマルチ表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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請求項１記載

請求項１記載

請求項１，２または３記載

請求項１，２，３ま
たは４記載

請求項１，２，３，４または５記載

請求項１，２，３，４，５または６記載

請求項１，
２，３，４，５，６または７記載

請求
項１，２，３，４，５，６，７または８記載

請求項１，２
，３，４，５，６，７，８または９記載



一般に、パソコン等の電子機器に用いられる例えば液晶ディスプレイでは画面が狭いため
に、例えば多項目の表計算書類作成や長文作成の際、スクロールやイメージ表示しないと
全体が見えず、しかもイメージ表示では部分的に不明な点が多く、一度印刷してみなけれ
ば全体が把握できない等の支障が生ずる場合があり、作業能率が悪く紙の無駄使いも多く
なる等の欠点があり、そのため、この欠点を除くため、メイン画像表示体にサブ表示装置
を設けてマルチワイド画面とし、作成画面全体が一目で容易に把握でき作業能率の良いマ
ルチ表示装置とすることが提案されている。
従来、この種のマルチ表示装置として、例えば、特開平５－２６５０２９号公報に掲載さ
れたものが知られている。
このマルチ表示装置は、図１４に示すように、ポータブル型コンピュータ，携帯用パソコ
ンやポータブルワードプロセッサー等の電子機器１に取付けられている。この電子機器１
は、キーボード３を一体に備えＣＰＵ等を搭載した装置本体２にマルチ表示装置Ｓを設け
て構成されている。
マルチ表示装置Ｓは、装置本体２に立設され画像を表示する液晶パネルからなる主画像表
示部１１を主枠部１２に囲まれて有したメイン画像表示体１０と、画像を表示する液晶パ
ネルからなる従画像表示部２１を従枠部２２に囲まれて有しメイン画像表示体１０の左右
に開閉可能かつ開時に主画像表示部１１及び従画像表示部２１を見開いて視認可能なサブ
画像表示体２０とを備えて構成されている。
各サブ画像表示体２０は、メイン画像表示体１０の主画像表示部１１及び主枠部１２と略
同じ大きさの従画像表示部２１及び従枠部２２を有した板状に形成されている。
【０００３】
一方のサブ画像表示体２０は、その閉時において、従画像表示部２１がメイン画像表示体
１０の主画像表示部１１に対して対面するように、メイン画像表示体１０の主枠部１２に
枢軸を１つ備えた蝶番型の複数のヒンジ機構５（Ａ）（図では３個）を介して設けられて
いる。
また、他方のサブ画像表示体２０は、その閉時において、従画像表示部２１が一方のサブ
画像表示体２０の背面に対面するように、メイン画像表示体１０の主枠部１２の端縁から
直角に突出した突出部６に枢軸を１つ備えた蝶番型の複数のヒンジ機構５（Ｂ）（図では
３個）を介して設けられている。
そして、サブ画像表示体２０の開時に、主画像表示部１１及び従画像表示部２１に画像を
表示させ、主画像表示部１１及び従画像表示部２１に１つの画像を広くして表示したり、
従画像表示部２１に主画像表示部１１の表示情報とは異なる別の情報を表示させる等して
表示の自由度を増すことができるようにしている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、この従来のマルチ表示装置にあっては、枢軸を１つ備えた蝶番型のヒンジ機構
５によってメイン画像表示体１０とサブ画像表示体２０とを開閉させるようにしているの
で、開時に主枠部１２と従枠部２２が連続して露出することになり、そのため、主画像表
示部１１及び従画像表示部２１との間に、映像のでない部分Ｅが大きく介在し、映像の連
続性が悪いという問題があった。特に、主画像表示部１１及び従画像表示部２１に１つの
画像を広くして表示する場合には、その影響が大きくなる。
本発明は上記の問題点に鑑みてなされたもので、メイン画像表示体とサブ画像表示体とを
開いた際に、主画像表示部及び従画像表示部との間の枠部ができるだけその幅を小さくし
て露出できるようにし、可能な限り主画像表示部及び従画像表示部との間の映像の連続性
の向上を図ったマルチ表示装置を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
このような課題を解決するため本発明は、画像を表示する主画像表示部を主枠部に囲まれ
て有したメイン画像表示体と、画像を表示する従画像表示部を従枠部に囲まれて有し上記
メイン画像表示体に開閉可能かつ開時に上記主画像表示部及び従画像表示部を見開いて視
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認可能なサブ画像表示体とを備えたマルチ表示装置において、上記サブ画像表示体の開時
に上記メイン画像表示体の主画像表示部の面に直交する方向から見たとき上記メイン画像
表示体の主枠部と上記サブ画像表示体の従枠部とが重畳するように該主枠部と従枠部とを
連結するヒンジ機構を備え、該ヒンジ機構によって上記メイン画像表示体とサブ画像表示
体とを開閉可能にしている。
これによれば、先ず、メイン画像表示体及びサブ画像表示体を使用しないときは、サブ画
像表示体を閉めておく。
次に、メイン画像表示体及びサブ画像表示体を使用するときは、サブ画像表示体を開く。
そして、ヒンジ機構により、メイン画像表示体の主画像表示部の面に直交する方向から見
たとき、メイン画像表示体の主枠部とサブ画像表示体の従枠部とが重畳するようにする。
この状態で、メイン画像表示体の主画像表示部及びサブ画像表示体の従画像表示部に画像
を表示させ、主画像表示部及び従画像表示部に１つの画像を広くして表示させたり、従画
像表示部に主画像表示部の表示情報とは異なる別の情報を表示させる等する。この場合、
メイン画像表示体の主枠部とサブ画像表示体の従枠部とが重畳しているので、主画像表示
部及び従画像表示部との間の映像のでない部分が従来に比較して小さくなっており、その
ため、主画像表示部及び従画像表示部との間の映像の連続性の向上が図られ、画像が見易
くなる。
【０００６】
ま 記ヒンジ機構を、一側部が上記メイン画像表示体の主枠部に軸支され他側部が上
記サブ画像表示体の従枠部に軸支される連結駒を備えて構成している。連結駒の回動によ
り容易にメイン画像表示体の主枠部とサブ画像表示体の従枠部とが重畳させられ、そのた
め、メイン画像表示体に対するサブ画像表示体の角度調整が容易になる。
更 記ヒンジ機構を、上記メイン画像表示体の主枠部に上記連結駒の一側部が遊挿さ
れる主凹部を形成し、上記連結駒の一側部を上記主凹部に遊挿して該一側部を軸支すると
ともに、上記サブ画像表示体の従枠部に上記主凹部に対応し上記連結駒の他側部が遊挿さ
れる従凹部を形成し、上記連結駒の他側部を上記従凹部に遊挿して軸支して構成している
。連結駒を主枠部と従枠部とを重畳させながらその範囲で回動させることができ、主画像
表示部及び従画像表示部との間の映像のでない部分をより一層小さくできる。
【０００７】
そして、必要に応じ、上記メイン画像表示体の主凹部の端部及び上記連結駒の一側部の端
部のいずれか一方に第１軸体を設け、上記メイン画像表示体の主凹部の端部及び上記連結
駒の一側部の端部のいずれか他方に上記第１軸体が軸支される第１軸受孔を設けるととも
に、上記サブ画像表示体の従凹部の端部及び上記連結駒の他側部の端部のいずれか一方に
第２軸体を設け、上記サブ画像表示体の従凹部の端部及び上記連結駒の他側部の端部のい
ずれか他方に上記第２軸体が軸支される第２軸受孔を設けた構成としている。
そしてまた、必要に応じ、上記メイン画像表示体の主凹部の両端部に第１軸体を架設し、
上記連結駒の一側部に上記第１軸体が挿通される第１軸受孔を設けるとともに、上記サブ
画像表示体の従凹部の両端に第２軸体を架設し、上記連結駒の他側部に上記第２軸体が挿
通される第２軸受孔を設けた構成としている。
【０００８】
また、本発明においては、上記主凹部及び従凹部の少なくともいずれか一方の上記連結駒
の側面に対向する端縁を面取り形成して傾斜面に形成した構成としている。傾斜させた分
、連結駒がより多く回動できるので、メイン画像表示体の主枠部とサブ画像表示体の従枠
部との重畳範囲を小さくすることができ、主画像表示部及び従画像表示部をより一層近づ
けることができ、主画像表示部及び従画像表示部との間の映像の連続性の向上が図られる
。
更に、本発明においては、

構成としている。傾斜
させた分、連結駒がより多く回動できるので、メイン画像表示体の主枠部とサブ画像表示
体の従枠部との重畳範囲を小さくすることができ、主画像表示部及び従画像表示部をより
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た、上

に、上

上記連結駒の側面を、該連結駒の主凹部側の厚さよりも該連結
駒の従凹部側の厚さが小さくなるように傾斜する傾斜面に形成した



一層近づけることができ、主画像表示部及び従画像表示部との間の映像の連続性の向上が
図られる。
【０００９】
更にまた、必要に応じ、上記連結駒に、上記メイン画像表示体とサブ画像表示体とを電気
的に相互接続するケーブルを設けた構成としている。この場合、ケーブルが連結駒によっ
て覆われるので、外部に配線が露出することがなく、それだけコンパクトになり、外観品
質が良いものになる。
また、必要に応じ、上記連結駒に、上記メイン画像表示体とサブ画像表示体とを電気的に
相互接続するケーブルを設け、該ケーブルを上記軸体を通して配設した構成としている。
ケーブルが連結駒によって覆われるので、外部に配線が露出することがなく、それだけコ
ンパクトになり、外観品質が良いものになるとともに、ケーブルを軸体を通して設けるの
で、組付けも容易になる。
【００１０】
また、必要に応じ、上記ヒンジ機構を隣接するメイン画像表示体とサブ画像表示体との間
に複数設けた構成としている。支持が確実になる。
更に、必要に応じ、上記サブ画像表示体の閉時に該サブ画像表示体の従画像表示部が上記
メイン画像表示体の主画像表示部に対して対向して位置するように、上記ヒンジ機構を構
成している。
更にまた、必要に応じ、上記メイン画像表示体に複数のサブ画像表示体が設けられる構成
としている。
また、必要に応じ、上記メイン画像表示体の主画像表示部及び主枠部を略２分した大きさ
の従画像表示部及び従枠部を有した板状の一対のサブ画像表示体を上記メイン画像表示体
の左右に夫々設け、該一対のサブ画像表示体の閉時に両サブ画像表示体の従画像表示部が
メイン画像表示体の主画像表示部に対して対面するように、上記ヒンジ機構を構成してい
る。メイン画像表示体とサブ画像表示体とを閉じたとき、コンパクトになり、外観品質が
良いものになる。
更に、必要に応じ、上記メイン画像表示体の主画像表示部及び主枠部と略同じ大きさの従
画像表示部及び従枠部を有した板状の一対のサブ画像表示体を上記メイン画像表示体の左
右に夫々設け、該一対のサブ画像表示体の閉時に一方のサブ画像表示体の従画像表示部が
メイン画像表示体の主画像表示部に対して対面し、他方のサブ画像表示体の従画像表示部
が一方のサブ画像表示体の背面に対面するように、上記ヒンジ機構を構成している。メイ
ン画像表示体とサブ画像表示体とを閉じたとき、コンパクトになり、外観品質が良いもの
になる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面に基づいて本発明の実施の形態に係るマルチ表示装置について詳細に説明
する。尚、上記と同様のものには同一の符号を付して説明する。
図１乃至図６に示すように、本発明の実施の形態に係るマルチ表示装置Ｓは、基台８と、
基台８に立設され画像を表示する液晶パネルからなる主画像表示部１１を主枠部１２に囲
まれて有したメイン画像表示体１０と、画像を表示する液晶パネルからなる従画像表示部
２１を従枠部２２に囲まれて有しメイン画像表示体１０の左右に開閉可能かつ開時に主画
像表示部１１及び従画像表示部２１を見開いて視認可能なサブ画像表示体２０とを備えて
構成されている。
各サブ画像表示体２０は、メイン画像表示体１０の主画像表示部１１及び主枠部１２と略
同じ大きさの従画像表示部２１及び従枠部２２を有した板状に形成されている。
一方のサブ画像表示体２０は、その閉時において、従画像表示部２１がメイン画像表示体
１０の主画像表示部１１に対して対面するように、メイン画像表示体１０の主枠部１２に
ヒンジ機構３０を介して設けられている。
また、他方のサブ画像表示体２０は、その閉時において、従画像表示部２１が一方のサブ
画像表示体２０の背面に対面するように、メイン画像表示体１０の主枠部１２に同様のヒ
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ンジ機構３０を介して設けられている。
【００１２】
ヒンジ機構３０は、サブ画像表示体２０の開時にメイン画像表示体１０の主画像表示部１
１の面に直交する方向から見たときメイン画像表示体１０の主枠部１２とサブ画像表示体
２０の従枠部２２とが重畳するよう該主枠部１２と従枠部２２とを連結するものである。
このヒンジ機構３０によってメイン画像表示体１０とサブ画像表示体２０とを開閉可能に
している。
詳しくは、図２，図５及び図６に示すように、ヒンジ機構３０は、一側部３１ａがメイン
画像表示体１０の主枠部１２に軸支され他側部３１ｂがサブ画像表示体２０の従枠部２２
に軸支される樹脂等の絶縁部材で形成された連結駒３１を備えて構成されている。また、
ヒンジ機構３０は、メイン画像表示体１０の主枠部１２に連結駒３１の一側部３１ａが遊
挿される主凹部１５を形成し、連結駒３１の一側部３１ａを主凹部１５に遊挿して該一側
部３１ａを軸支するとともに、サブ画像表示体２０の従枠部２２に主凹部１５に対応し連
結駒３１の他側部３１ｂが遊挿される従凹部２５を形成し、連結駒３１の他側部３１ｂを
従凹部２５に遊挿して軸支して構成されている。
【００１３】
そして、図２，図５及び図６に示すように、メイン画像表示体１０の主凹部１５の端部及
び連結駒３１の一側部３１ａの端部のいずれか一方（実施の形態では連結駒３１の一側部
３１ａの両端部）に第１軸体３２を設け、メイン画像表示体１０の主凹部１５の端部及び
連結駒３１の一側部３１ａの端部のいずれか他方（実施の形態ではメイン画像表示体１０
の主凹部１５の両端部）に第１軸体３２が軸支される第１軸受孔３３を設けるとともに、
サブ画像表示体２０の従凹部２５の端部及び連結駒３１の他側部３１ｂの端部のいずれか
一方（実施の形態では連結駒３１の他側部３１ｂの両端部）に第２軸体３４を設け、サブ
画像表示体２０の従凹部２５の端部及び連結駒３１の他側部３１ｂの端部のいずれか他方
（実施の形態ではサブ画像表示体２０の従凹部２５の両端部）に第２軸受孔３５を設けて
いる。
上側の第１軸体３２及び第２軸体３４は、パイプ状の別部材で形成されている。一方、下
側の第１軸体３２及び第２軸体３４は、連結駒３１と一体に円錐形状に突設されている。
また、第１軸体３２と第１軸受孔３３、第２軸体３４と第２軸受孔３５とは、夫々、各軸
体３２，３４が適宜の回転角度で停止可能になるように、摩擦的に接触している。
【００１４】
また、図２及び図５に示すように、主凹部１５及び従凹部２５の少なくともいずれか一方
（実施の形態では主凹部１５及び従凹部２５の両方）の連結駒３１の側面に対向する端縁
が、面取り形成されて傾斜面に形成されている。詳しくは、主凹部１５の正面側の端縁１
６が平面状の傾斜面に形成され、主凹部１５の背面側の端縁１７が円弧状の傾斜面に形成
されている。また、従凹部２５の背面側の端縁２７が平面状の傾斜面に形成され、従凹部
２５の正面側の端縁２６が円弧状の傾斜面に形成されている。
更に、連結駒３１の両側面３６が、第１軸体３２から第２軸体３４に向けて下方に傾斜す
る傾斜面に形成されている。

これにより、連結駒３１は断面卵形に形成
される。
この主凹部１５の端縁１６，１７及び従凹部２５の端縁２６，２７は連結駒３１の両側面
３６の回動を停止させるストッパ面としても機能し、これらの端縁１６，１７、端縁２６
，２７及び連結駒３１の両側面３６の傾斜角度を適宜に定めることにより、サブ画像表示
体２０の回動角度範囲が設定される。
【００１５】
また、図６に示すように、連結駒３１に、メイン画像表示体１０とサブ画像表示体２０と
を電気的に相互接続するケーブル４０が軸体３２，３４を通して配設されている。ケーブ
ル４０はパイプ状の上側の第１軸体３２，連結駒３１及び第２軸体３４に連通され、主枠
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詳しくは、図５に示すように、連結駒３１の側面３６は、連
結駒３１の主凹部１５側の厚さＤａよりも連結駒３１の従凹部２５側の厚さＤｂが小さく
なるように傾斜する傾斜面に形成されている。



部１２及び従枠部２２内に設けられた配線コード４１に接触して電気的に接続されている
。
更にまた、左右の連結駒３１の軸間ピッチ（第１軸体３２と第２軸体３４との間隔）は、
サブ画像表示体２０の閉時にサブ画像表示体２０の従画像表示部２１がメイン画像表示体
１０の主画像表示部１１に対して対向して位置するように定められている。詳しくは、左
右一対のサブ画像表示体２０の閉時に一方のサブ画像表示体２０の従画像表示部２１がメ
イン画像表示体１０の主画像表示部１１に対して対面し、他方のサブ画像表示体２０の従
画像表示部２１が一方のサブ画像表示体２０の背面に対面するように、左右の連結駒３１
の軸間ピッチが異ならせて定められている。即ち、他方のサブ画像表示体２０の連結駒３
１の軸間ピッチが一方のサブ画像表示体２０の厚さに対応して一方のサブ画像表示体２０
の連結駒３１の軸間ピッチよりも大きく設定されている。
【００１６】
従って、この実施の形態に係るマルチ表示装置Ｓにおいては、以下のように作用する。こ
のマルチ表示装置Ｓは、例えば、図示外のポータブル型コンピュータ等に接続されて用い
られる。
先ず、メイン画像表示体１０及びサブ画像表示体２０を使用しないときは、図３及び図４
に示すように、サブ画像表示体２０を閉めておく。この場合、一方のサブ画像表示体２０
の従画像表示部２１がメイン画像表示体１０の主画像表示部１１に対して対面し、他方の
サブ画像表示体２０の従画像表示部２１が一方のサブ画像表示体２０の背面に対面し、コ
ンパクトに折り畳まれる。また、連結駒３１に、メイン画像表示体１０とサブ画像表示体
２０とを電気的に相互接続するケーブル４０が設けられているので、配線が露出すること
がなく、この点でもコンパクトになり、外観品質が良いものになる。また、ケーブル４０
は軸体を通して配設されているので、組付けも容易になる。
【００１７】
次に、この実施の形態に係るマルチ表示装置Ｓにおいて、メイン画像表示体１０及びサブ
画像表示体２０を使用するときは、図１及び図２に示すように、サブ画像表示体２０を開
く。そして、図２に示すように、連結駒３１の一方の側面３６を主凹部１５の正面側の傾
斜面（端縁１６）に当接させ、連結駒３１の他方の側面を従凹部２５の背面側の傾斜面（
端縁２７）に当接させ、メイン画像表示体１０の主画像表示部１１の面に直交する方向か
ら見たとき、メイン画像表示体１０の主枠部１２とサブ画像表示体２０の従枠部２２とが
重畳するようにする。
この状態で、メイン画像表示体１０の主画像表示部１１及びサブ画像表示体２０の従画像
表示部２１に画像を表示させ、主画像表示部１１及び従画像表示部２１に１つの画像を広
くして表示させたり、従画像表示部２１に主画像表示部１１の表示情報とは異なる別の情
報を表示させる等する。この場合、連結駒３１に、メイン画像表示体１０とサブ画像表示
体２０とを電気的に相互接続するケーブル４０が設けられているので、このケーブル４０
を介して情報伝達が行なわれる。主画像表示部１１及び従画像表示部２１に画像を表示さ
せた場合には、画面が横方向にワイドになり、表示の自由度が増す。例えば、多項目の表
計算書類やソフト作成の場合、一目で全体が見渡せ、各項目の関係が的確に認識できるた
め作業能率が向上し、以前のような試し印刷等をしなくても良く、紙の無駄がなくなる。
この場合、メイン画像表示体１０の主枠部１２とサブ画像表示体２０の従枠部２２とが重
畳しているので、主画像表示部１１及び従画像表示部２１との間の映像のでない部分Ｅが
従来に比較して小さくなっており、そのため、主画像表示部１１及び従画像表示部２１と
の間の映像の連続性の向上が図られ、画像が見易くなる。特に、主画像表示部１１及び従
画像表示部２１に１つの画像を広くして表示する場合には、画像の連続感があり見易くな
る。
【００１８】
また、ヒンジ機構３０が連結駒３１を備えて構成されているので、メイン画像表示体１０
に対するサブ画像表示体２０の角度調整が自在にでき、メイン画像表示体１０の主枠部１
２とサブ画像表示体２０の従枠部２２との重畳が容易に行なわれる。
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更に、連結駒３１が、主凹部１５と従凹部２５に遊挿されているので、メイン画像表示体
１０の主枠部１２とサブ画像表示体２０の従枠部２２との重畳範囲で回動させることがで
き、より一層、主画像表示部１１及び従画像表示部２１との間の映像のでない部分Ｅを小
さくできる。
更にまた、主凹部１５及び従凹部２５の連結駒３１の側面に対向する端縁が面取り形成さ
れて傾斜面に形成されているので、傾斜させた分、メイン画像表示体１０の主枠部１２と
サブ画像表示体２０の従枠部２２との重畳範囲を小さくすることができ、主画像表示部１
１及び従画像表示部２１をより一層近づけることができ、主画像表示部１１及び従画像表
示部２１との間の映像の連続性の向上が図られる。
また、

傾斜させた分、メイン画像表示体１０の主枠部１２とサブ画像表示体２
０の従枠部２２との重畳範囲を小さくすることができ、この点でも、主画像表示部１１及
び従画像表示部２１をより一層近づけることができ、主画像表示部１１及び従画像表示部
２１との間の映像の連続性の向上が図られる。
【００１９】
図７及び図８には、別の実施の形態に係るマルチ表示装置Ｓを示している。これは、携帯
用パソコンやポータブルワードプロセッサー等の携帯用電子機器１に取付けられている。
この電子機器１は、キーボード３を一体に備えＣＰＵ等を搭載した装置本体２を備え、実
施の形態に係るマルチ表示装置Ｓはこの装置本体２に開閉可能に設けられている。
この実施の形態に係るマルチ表示装置Ｓは、上記のマルチ表示装置Ｓと略同様に構成され
、メイン画像表示体１０及びメイン画像表示体１０の左右に設けられた一対のサブ画像表
示体２０を備えて構成されている。メイン画像表示体１０は、装置本体２の後端縁に１軸
のヒンジ部５０を介して回動可能に設けられている。上記と異なる点は、ヒンジ機構３０
が、各サブ画像表示体２０毎に、夫々、一対ずつ設けられている点である。このマルチ表
示装置Ｓの作用，効果は上記と同様である。
【００２０】

また別の実施の形態に係るマルチ表示装置Ｓを示している。これは、携帯用パ
ソコンやポータブルワードプロセッサー等の携帯用電子機器に取付けられている。この電
子機器１は、キーボード３を一体に備えＣＰＵ等を搭載した装置本体２を備え、実施の形
態に係るマルチ表示装置Ｓはこの装置本体２に開閉可能に設けられている。
この実施の形態に係るマルチ表示装置Ｓは、上記のマルチ表示装置Ｓと略同様に構成され
るが、上記と異なって、メイン画像表示体１０の主画像表示部１１及び主枠部１２を略２
分した大きさの従画像表示部２１及び従枠部２２を有した板状の一対のサブ画像表示体２
０をメイン画像表示体１０の左右に夫々設け、一対のサブ画像表示体２０の閉時に両サブ
画像表示体２０の従画像表示部２１がメイン画像表示体１０の主画像表示部１１に対して
対面するように、ヒンジ機構３０を構成している。メイン画像表示体１０は、装置本体２
の後端縁に１軸のヒンジ部５０を介して回動可能に設けられている。

ヒンジ機構３０は、各
サブ画像表示体２０毎に、夫々、一対ずつ設けられている。更に、ヒンジ機構３０におい
て、連結駒３１は、その両側面３６が平行になっており、断面小判状に形成されている。
このマルチ表示装置Ｓにおいても、その作用，効果は上記と略同様である。
【００２１】
図１１には、更にまた別の実施の形態に係るマルチ表示装置Ｓを示している。これは、携
帯用パソコンやポータブルワードプロセッサー等の携帯用電子機器１に取付けられている
。この電子機器１は、キーボード３を一体に備えＣＰＵ等を搭載した装置本体２を備え、
実施の形態に係るマルチ表示装置Ｓはこの装置本体２に開閉可能に設けられている。
この実施の形態に係るマルチ表示装置Ｓは、上記のマルチ表示装置Ｓと異なって、メイン
画像表示体１０の主画像表示部１１及び主枠部１２と略同じ大きさの従画像表示部２１及
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図５に示すように、連結駒３１の側面３６は、連結駒３１の主凹部１５側の厚さＤ
ａよりも連結駒３１の従凹部２５側の厚さＤｂが小さくなるように傾斜する傾斜面に形成
されているので、

図９には、

図１０には、上記の図９に示す本発明のまた別の実施の形態に係るマルチ表示装置に、本
発明の開発過程で提案されたヒンジ機構３０を適用した例を示す。



び従枠部２２を有した板状の１つのサブ画像表示体２０をメイン画像表示体１０の上端縁
に設け、サブ画像表示体２０の閉時にサブ画像表示体２０の従画像表示部２１がメイン画
像表示体１０の主画像表示部１１に対して対面するように、ヒンジ機構３０を設けている
。ヒンジ機構３０は、サブ画像表示体２０に、一対設けられている。メイン画像表示体１
０は、装置本体２の後端縁に１軸のヒンジ部５０を介して回動可能に設けられている。こ
のマルチ表示装置Ｓにおいても、その作用，効果は上記と略同様である。
【００２２】
図１２には、マルチ表示装置Ｓのヒンジ機構３０の変形例を示している。図１２では、こ
の変形例を、図９に示すタイプのマルチ表示装置Ｓにおいて、適用した場合を示してい

図１２（ａ）に示すマルチ表示装置Ｓにおいては、連結駒３１を断面卵形に形成するとと
もに、主凹部１５及び従凹部２５の端縁を円弧状に面取り形成し、即ち、主凹部１５の正
面側及び背面側の端縁１６，１７を円弧状の傾斜面に形成し、従凹部２５の背面側及び正
面側の端縁２６，２７を円弧状の傾斜面に形成し、これにより、サブ画像表示体２０をメ
イン画像表示体１０に対して前後約３６０°の範囲で回動可能にしている。

連結駒３１を小判形に形成するとともに、主凹部１５及び従凹部
２５の端縁を円弧状に面取り形成し、即ち、主凹部１５の正面側及び背面側の端縁１６，
１７を円弧状の傾斜面に形成し、従凹部２５の背面側及び正面側の端縁２６，２７を円弧
状の傾斜面に形成し、これにより、サブ画像表示体２０をメイン画像表示体１０に対して
前後約３６０°の範囲で回動可能にしている。

連結駒３１を断面板蒲鉾状に形成するとともに、主凹部１５の
正面側及び従凹部２５の正面側の端縁１６，２６のみを円弧状の傾斜面に形成し、端縁全
体を断面半板蒲鉾状に形成して、サブ画像表示体２０をメイン画像表示体１０に対して前
後約１８０°の範囲で回動可能にしている。
【００２３】
図１３には、マルチ表示装置Ｓのヒンジ機構３０の変形例を示している。
図１３（ａ）に示すヒンジ機構３０においては、連結駒３１の一側部３１ａの両端部に第
１軸体３２を突設し、メイン画像表示体１０の主凹部１５の両端部に第１軸体３２が軸支
される第１軸受孔３３を設けるとともに、連結駒３１の他側部３１ｂの両端部に第２軸体
３４を設け、サブ画像表示体２０の従凹部２５の両端部に第２軸受孔３５を設けている。
また、連結駒３１に設けられメイン画像表示体１０とサブ画像表示体２０とを電気的に相
互接続するケーブル４０は、上下の第１軸体３２及び第２軸体３４に連通され、主枠部１
２及び従枠部２２内に設けられた配線コード４１に接触して電気的に接続されている。
図１３（ｂ）に示すヒンジ機構３０においては、連結駒３１の一側部３１ａの上端部にお
いてパイプ状の第１軸体３２を突設し、メイン画像表示体１０の主凹部１５の下端部にお
いて主枠部１２と一体の第１軸体３２を突設し、メイン画像表示体１０の主凹部１５の上
端部及び連結駒３１の一側部３１ａの下端部に第１軸体３２が軸支される第１軸受孔３３
を設け、一方、連結駒３１の他側部３１ｂの上端部においてパイプ状の第２軸体３４を突
設し、サブ画像表示体２０の従凹部２５の下端部において従枠部２２と一体の第２軸体３
４を突設し、サブ画像表示体２０の従凹部２５の上端部及び連結駒３１の他側部３１ｂの
下端部に第２軸体３４が軸支される第２軸受孔３５を設けている。
また、連結駒３１に設けられメイン画像表示体１０とサブ画像表示体２０とを電気的に相
互接続するケーブル４０は、上側の第１軸体３２及び第２軸体３４に連通され、主枠部１
２及び従枠部２２内に設けられた配線コード４１に接触して電気的に接続されている。
図１３（ｃ）に示すヒンジ機構３０においては、メイン画像表示体１０の主凹部１５の両
端部に第１軸体３２を架設し、連結駒３１の一側部３１ａに第１軸体３２が挿通される第
１軸受孔３３を設けるとともに、サブ画像表示体２０の従凹部２５の両端に第２軸体３４
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る
。

尚、図１，図
７あるいは図１１に示すマルチ表示装置Ｓに適用して良いことは勿論である。
図１２（ｂ）に示すマルチ表示装置Ｓにおいては、ヒンジ機構３０は本発明の開発過程で
提案されたものであり、

図１２（ｃ）に示すマルチ表示装置Ｓにおいては、ヒンジ機構３０は、本発明の開発過程
で提案されたものであり、



を架設し、連結駒３１の他側部３１ｂに第２軸体３４が挿通される第２軸受孔３５を設け
ている。
【００２４】
尚、上記実施の形態において、メイン画像表示体１０の主枠部１２及びサブ画像表示体２
０の従枠部２２の少なくともいずれか一方を断面Ｌ字型に形成して突出部を設け、突出部
にヒンジ機構３０を設けるようにしても良く適宜変更して良い。
また、軸体３２，３４の形状は円柱形，円錐形等適宜の形状に形成して良
更に、画像表示体１０，２０の画像表示部１１，２１も、液晶タイプに限定されるもので
はなく、プラズマ，ＥＬ等種々のディスプレイであって良い。
また、本発明のマルチ表示装置は、上述した電子機器以外の種々の電子機器に付帯させて
良いことは勿論である。
【００２５】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明のマルチ表示装置によれば、ヒンジ機構により、サブ画像表
示体の開時にメイン画像表示体の主画像表示部の面に直交する方向から見たときメイン画
像表示体の主枠部とサブ画像表示体の従枠部とが重畳するようにしたので、主画像表示部
及び従画像表示部との間の映像のでない部分を従来に比較して小さくすることができ、そ
のため、主画像表示部及び従画像表示部との間の映像の連続性の向上を図り、画像を見易
くすることができる。特に、主画像表示部及び従画像表示部に１つの画像を広くして表示
する場合には、画像の連続感があり、有効になる。
そして、ヒンジ機構を、一側部が上記メイン画像表示体の主枠部に軸支され他側部がサブ
画像表示体の従枠部に軸支される連結駒を備えて構成し 連結駒の回動により容易
にメイン画像表示体の主枠部とサブ画像表示体の従枠部とを重畳させることができ、また
、メイン画像表示体に対するサブ画像表示体の角度調整が容易になる。
また、ヒンジ機構を、メイン画像表示体の主枠部に主凹部を形成しサブ画像表示体の従枠
部に従凹部を形成し、連結駒を主凹部及び従凹部に遊挿して軸支し サブ画像表示
体をメイン画像表示体の主枠部とサブ画像表示体の従枠部との重畳範囲で回動させること
ができ、より一層、主画像表示部及び従画像表示部との間の映像のでない部分を小さくで
きる。
【００２６】
更に、主凹部及び従凹部の少なくともいずれか一方の連結駒の側面に対向する端縁を面取
り形成して傾斜面に形成したので、傾斜させた分、メイン画像表示体の主枠部とサブ画像
表示体の従枠部との重畳範囲を小さくすることができ、主画像表示部及び従画像表示部を
より一層近づけることができ、主画像表示部及び従画像表示部との間の映像の連続性の向
上を図ることができる。
更にまた、

傾斜させた分、メイン画像表示体の主枠部とサブ
画像表示体の従枠部との重畳範囲を小さくすることができ、この点でも、主画像表示部及
び従画像表示部をより一層近づけることができ、主画像表示部及び従画像表示部との間の
映像の連続性の向上を図ることができる。
【００２７】
また、連結駒に、メイン画像表示体とサブ画像表示体とを電気的に相互接続するケーブル
を設けた場合には、ケーブルが連結駒によって覆われるので、外部に配線が露出すること
がなく、それだけコンパクトになり、外観品質が良いものになる。
更に、ケーブルを軸体を通して配設した場合には、組付けも容易になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係るマルチ表示装置をサブ画像表示体の開状態で示す斜視
図である。
【図２】本発明の実施の形態に係るマルチ表示装置をサブ画像表示体の開状態で示す横断
面図である。
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い。

たので、

たので、

連結駒の側面を、連結駒の主凹部側の厚さよりも連結駒の従凹部側の厚さが小
さくなるように傾斜面に形成したので、



【図３】本発明の実施の形態に係るマルチ表示装置をサブ画像表示体の閉状態で示す斜視
図である。
【図４】本発明の実施の形態に係るマルチ表示装置をサブ画像表示体の閉状態で示す横断
面図である。
【図５】本発明の実施の形態に係るマルチ表示装置のヒンジ機構を示す部分斜視図である
。
【図６】本発明の実施の形態に係るマルチ表示装置のヒンジ機構を示す部分断面図である
。
【図７】本発明の別の実施の形態に係るマルチ表示装置をこれが用いられる電子機器とと
もにサブ画像表示体の開状態で示す斜視図である。
【図８】図７に示す本発明の別の実施の形態に係るマルチ表示装置を示し、（ａ）はサブ
画像表示体の開状態で示す横断面図、（ｂ）は電子機器とともにサブ画像表示体の閉状態
で示す正面図、（ｃ）はサブ画像表示体の閉状態で示す横断面図である。
【図９】本発明のまた別の実施の形態に係るマルチ表示装置をこれが用いられる電子機器
とともにサブ画像表示体の開状態で示す斜視図である。
【図１０】図９に示す本発明のまた別の実施の形態に係るマルチ表示装置

（ａ）はサブ画像表示体の開状態で示
す横断面図、（ｂ）は電子機器とともにサブ画像表示体の閉状態で示す正面図、（ｃ）は
サブ画像表示体の閉状態で示す横断面図である。
【図１１】本発明の更に別の実施の形態に係るマルチ表示装置をこれが用いられる電子機
器とともにサブ画像表示体の開状態で示す斜視図である。
【図１２】

【図１３】本発明の実施の形態に係るマルチ表示装置のヒンジ機構の変形例（ａ），（ｂ
），（ｃ）を示す断面図である。
【図１４】従来のマルチ表示装置の一例をサブ画像表示体の開状態で示す斜視図である。
【符号の説明】
Ｓ　マルチ表示装置
１　電子機器
２　装置本体
８　基台
１０　メイン画像表示体
１１　主画像表示部
１２　主枠部
１５　主凹部
１６　正面側の端縁（傾斜面）
１７　背面側の端縁（傾斜面）
２０　サブ画像表示体
２１　従画像表示部
２２　従枠部
２５　従凹部
２６　正面側の端縁（傾斜面）
２７　背面側の端縁（傾斜面）
３０　ヒンジ機構
３１ａ　一側部
３１ｂ　他側部
３１　連結駒
３２　第１軸体
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に本発明の開発
過程で提案されたヒンジ機構を適用した例を示し、

　図９に示す本発明のまた別の実施の形態に係るマルチ表示装置にヒンジ機構
部位の変形例を適用した例を示し、（ａ）は実施の形態に係る変形例を適用した例を示す
横断面図、（ｂ）及び（ｃ）は本発明の開発過程で提案された変形例を適用した例を示す
横断面図である。



３３　第１軸受孔
３４　第２軸体
３５　第２軸受孔
３６　側面
４０　ケーブル
４１　配線コード
５０　ヒンジ部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】
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